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　常任講師の高塚先
生の政治経済講演は
勉強になります。
　県議から県政の話
題等報告後、参加者
と意見交換をします。
ぜひご参加ください。

参加者募集 落合政経塾
毎月第一水曜日19:00～21:00
今後予定　5/7(水) 6/4（水）7/2(水)

市民講座3/1報告
藤枝市文化センター

東日本大震災被災地視察と仮設住宅訪問・食材の提供

『子どもが変わる 怒らない子育て』

講師　嶋津良智先生

今度こそイライラ卒業!!

落合愼悟  県政報告と交流会 3月1日　藤枝市文化センター

参加しませんか？
2011年7月の炊出し・2013年仮設住宅訪問

高齢者や中学生が参加の為、早朝出発に変更。

4月26日（土）
05：00出発　11：00福島県松川ＰＡ到着
13：00福島県南相馬市内の浪江町仮設住宅訪問
16：00宮城県岩沼市復興事業『千年希望の丘』
18：30宿泊地、松島町大観荘到着

募集人数　15名　（定員３５名）

会費　　　２万円　１泊２食付

４月27日（日）
08：00旅館出発　石巻市～南三陸町現状視察
12：00東松島市仮設住宅で食材提供と懇談会
15：00東松島市出発
23：00藤枝市到着予定

今回は、鮪・鰹の切身､お茶などを提供します。

4月15日締切

宮城県岩沼市『千年希望の丘』構想図 南三陸町2011年3月14日

2/6 ～ 7　札幌雪まつり視察

支笏湖の『氷濤まつり』 支笏湖の水で雪を凍らせる 夜の『すすきの氷の祭典』は氷の彫刻でいっぱい ライトアップされた大通公園「雪まつり」会場

朝、雪まつり会場に子供たちが来場者アンケート 北方領土返還行事があった 「くまモン」は人気だ 海外からの出店も多い 北海道地酒の宣伝店舗

初めて「子育て」をテーマにした市民講座の開催であった。募集開始後　
「幼児がいるから参加できない」との母親たちの声に急きょ託児コー
ナーを設けることにした。幸い保母資格者が応援してくれたので助かっ
た。子育ては母親の愛情が大切！
参加者が若者から年寄りまで幅広く嶋津先生も吃驚したようだ。

　県政報告はプロジェクターを使って､課題となっている事柄や次年度予算､第4次地震被害想
定について県政報告を行った。高塚講師にも尖閣問題中国情勢についての講演をお願いした。
　井林代議士には国会で課題となっている国家機密保護法案、外交問題､TPP問題など､また次
年度国家事業予算について講演していただいた。井林代議士は国政をよく勉強されている。

2月19日　志太榛原地区看護士の現状視察

焼津市甲賀病院 焼津市民病院

牧之原市はいなん吉田病院 現場看護師と意見交換
　県議会看護議員連盟の事業として県内各地で開催している。
　看護連盟役員と県議員が各地域に分かれ地元の病院に出向
き、直接看護現場の状況や要望について伺い意見交換をした。
　24時間体制の看護師不足は深刻で各病院は高額の看護師紹
介所に頼らざるを得ない状況や入院患者が優先で看護師の更
衣室や休憩所も満足でないことも部屋を案内され確認した。
　患者の命を預かり、心の支えとなる看護師さんを大切に!!

札幌雪まつりで記念撮影

静岡空港に新就航FDA機

FDA機の操縦席でご機嫌
の中谷県議会議長と共に

日本はもはや技術大国ではない!!今､一番危惧され深刻なことは日本企業に熟練技術者がいないことだ!!

　団塊の世代が65歳を迎えて、急激に高齢化が進んでいる。10年後､75才の後期高齢者になると現在の介護や医療の保険制度は負担が大きすぎて破綻
してしまう。そのため政府は地域包括ケアの第５期計画（平成24̃26年度）をさらに進め､改正法案を決定した。医療･介護分野では病院や施設から一定以
下は強制的に在宅に移行させる政策になった。、看取りのできる往診の医師も少なく、介護制度も同様に現実､独り暮らしでは在宅治療や介護は不可能で
あり、働く家庭では在宅介護になれば職場を辞めて介護に専念する。それでは収入がなく生活ができない。
　国は入院日数や施設介護について欧米と日本を比較したデータを政治家に見せ、日本の医療介護の膨大な費用削減を政策に反映させている。
　今でさえ日本の家庭は介護疲れで自殺や殺人が多く発生している。老老介護やお泊りディサービスなどの実態を検証し対策が喫緊の課題だ。

　今、日本各地で人的ミス事故が発生している。アナログ時代の団塊の世代が大量に退職したことや産業の自動化を積極的に進め技術者を大量に解雇
したことに要因がある。日本の製造業・建設業界で顕著になっており、特に危機管理に対応する設備の保守要因の能力が落ちている。
　日本では昭和40年代に入り機械化が進み、ホワイトカラーとブルーカラーと分けて工員としての技術者価値を低く見るようになった。本来は技術を覚え
るのに数年から十年余も要する熟練技術者たちを価値があるのにほとんど高給での待遇を認めなかった。
　今、熟練技術者不足が深刻で、工作機械会社や建築会社が受注したくても熟練職人がいなくて断らざるを得ない状況になってきた。

静岡県の高齢化率が毎年1.5%増えている。県民371万人の内、毎年、団塊世代7万人が65才だ。

消費税が8% !! 駆け込み需要は増えたが、今後、特に零細・中小企業の景気動向に注目!!
　3月末はトイレットペーパーの在庫切れ､定期券の購入、ガソリンの給油に殺到等、駆け込み需要は多かった。また昨年から住宅や乗用車の購入など耐
久資材も好調に売れた。太陽光発電設備も4月から電力会社の買取価格が下がるため、駆け込み発注も多かった。
　今後、消費がどのように変化するか､政府も景気動向が気になっているようだ。今回の消費税増税は年々増加する福祉費用に対処するため、社会保障と
税の一体改革の一環であるが、ただ税金を取る方式には私は反対だ。物々交換と同じで税金は儲けに対して支払う方式が本来と思う。

3月3日の議会質問『福井県の授業名人ビデオ』を静岡県教育委員会はなぜ採用しないのか?　不思議だ!!
　裏面に議会一般質問の要約を掲載してあるが、福井県の授業名人制度は福井県内の各科目の最優秀な先生の公開授業をビデオ化し、教員たちが公
開授業をわざわざ見に行かなくても自宅で『授業名人ビデオ』を見て自己研修でき、新人教師たちのレベル向上に貢献している。だから福井県は毎年、学
力学習状況調査テストで秋田県と共に常にトップである。静岡県教育担当者も福井県視察で成果を認めているのに採用しない。
　教育長は静岡県は各地の優秀な教師による研修会で十分だというが……。元教員の佐野愛子県議も『授業名人ビデオ』導入は賛成と言っている。

地域の声を大切にして、皆様の日々の健康と安全な街づくりに努めてまいります。今後とも、ご指導ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

2月県議会 川勝知事説明(一部) 大規模地震への万全の備え　
　　地震･津波対策アクションプログラム2013の推進　　想定される犠牲者を今後10年間で8割減少させる。
　　富士山火山防災対策　　　溶岩流で27万人避難を想定。　10月に山梨・神奈川の3県合同の防災訓練を行う。
内陸フロンティアを拓く取組み
　　食の都づくり　　食材の生産品目数は439品目、日本一の食材王国だ。　来年5月ミラノで『食の都』PRする。
　　茶の都づくり　　国内外に発信する『茶の都しずおか』を3月に策定。　『ふじのくに茶の都憲章』も制定する。
　　花の都づくり　　3/21から6/15まで「浜名湖花博2014花と緑の祭典」を開催。　入場者数80万人を目標。
人口減少社会への挑戦
　　安心して子どもを産み育てられる環境の整備　　保育所待機児童ゼロを目指し、認定こども園等市町を支援。
富士山を活かした地域の魅力づくり
　　富士山世界遺産センター　　公募型プロポーザル方式で建築設計者を選定。　平成28年度中の開館を目指す。
健康寿命日本一の延伸
　　医療人材確保対策　　地域医療を支える医師を養成する仮想の大学「バーチャルメディカルカレッジ」を創設。

3/10～12くらし環境委員会
ユニバーサルデザイン行動計画　　H26～29の4年間、すべての人が自由で快適に活動できる社会の実現を目指す。
東日本大震災に関する被災者受入支援　　現在、福島750人、宮城221人、岩手44人、他69人、合計1081人。
消費生活相談の状況　　相談件数23年度6,471件、24年度6,538件、上位はアダルト情報サイト509件で10%。
事業者指導の状況　　24年度の食品表示の適正化行政指導696件、不当取引事業者指導23件、広告表示252件。
レストラン等メニュー不適切表示対応　　厳重注意24者､指示公表1者､ホテル旅館へ注意喚起等は9団体に通知。
防犯まちづくりの推進　　24年度刑法犯認知件数32,396件、身近な9罪種9,578件、防犯まちづくり行動計画策定。
交通事故発生状況　　発生件数は35,224件と24年度比1,722件減少したが死者数は184人と29人増加している。
26～29年度男女共同参画基本計画2期実践計画　　4重点テーマ､172本の具体的施策､80項目の目標数値の設定。
耐震改修促進計画の推進　　27年度目標90%､現状は住宅86.5%､TOUKAI-0累計実績、耐震診断70,779件。
県営住宅再生整備事業　　32年度までに建替え1,544戸、全面改善1,014戸　26年度居住改善・藤枝市瀬古団地。

くらし環境委員会ではリニア新幹線環境問題や大井川広域水道企業の国補助金未申請問題等大きな課題に取組んだ。

一年間、県民を守る委員会の委員長として務め
ることができた。生活に密着した消費・住まい・
防犯・交通・環境等、身近な問題の課題の多さ、
深さを感じた。

地域の話題

　3/22岡部町朝比奈の玉露の里に椿園が開園
　ツバキ300種類1300本が植えられている。
　平成17年に萩原家具より譲渡された椿の苗を岡部
ツバキの会の皆さんが大事に育て､漸く､玉露の里に
開園できました。(左側写真)
　椿園山の北側にも､民家が椿の苗を育てている。将
来､吊り橋も改修できれば､散策が楽しみ(右側)

　3/23瀬戸谷「びく石」の山開きが開催された。
　天気が最高に良くて、大勢の人達が1時間かけて
登ってきた。霊峰富士山が素晴らしい眺めですごく得
した気分であった。眼下には玉露の里付近から殿橋が
見える。遠くには日本平、志太平野から海が見えて、ぜ
ひ市之瀬から登ってほしいところです。
　朝比奈玉露の里付近や葉梨上大沢からも登れる。

玉露の里つばき園 市民の森ハイキングコース「びく石」山開き

朝比奈殿地区の「ちまきの
井戸」竹橋を直したい。

大龍勢の発射台の梯子
部が老朽化している。
今年10/18に開催予定

朝比奈殿地区の大龍勢

提案説明する川勝知事

今回初めて第65回札幌雪まつりを視察した。3.雪氷像198基で雪は５tトラックで6,500台、毎年来訪者約250万人。


